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平 成 2 7 年 第 ３ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 2 7 年 ９ 月 １ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 2 7 年 第 ３ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 ご 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 5 8 号  小 城 市 特 定 個 人 情 報 保 護 条 例 で

ご ざ い ま す が 、 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す

る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 、 い わ ゆ る 「 番 号

法 」 が 施 行 さ れ る た め 、 新 た に 条 例 を 整 備 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

内 容 に つ き ま し て は 、 個 人 番 号 を そ の 内 容 に 含 む 特

定 個 人 情 報 等 に つ い て 、 従 来 の 個 人 情 報 に 比 べ 、 よ り

厳 格 な 保 護 措 置 を 講 じ て い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 5 9号  小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 で ご ざ い ま す が 、こ れ は 地 方 税 法 の 一 部 が 改 正 さ れ る

こ と に 伴 い 、 条 例 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、「 番 号 法 」の 施 行 に 伴 い 、

個 人 番 号 及 び 法 人 番 号 に 係 る 規 定 を 整 備 す る こ と の ほ

か 旧 ３ 級 品 の 紙 巻 た ば こ に 適 用 さ れ て い た 特 例 税 率 を 、
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平 成 2 8年 度 か ら 段 階 的 に 引 き 上 げ 、平 成 3 1年 度 以 後 は 一

般 の た ば こ と 同 じ 税 率 と す る な ど の 所 要 の 改 正 を 行 う

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 議 案 第 6 0号  小 城 市 廃 棄 物 の 減 量 推 進 、適 正 処 理

等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、

廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 の 規 定 に よ り 条 例

を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、法 第 2 1条 第 ３ 項 の 規 定 に

よ り「 一 般 廃 棄 物 処 理 施 設 に 置 く 技 術 管 理 者 の 資 格 」を

新 た に 定 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 議 案 第 6 1号  小 城 市 道 路 線 の 認 定 で ご ざ い ま す

が 、本 議 案 の 市 道 西 川・前 満 江 線 及 び 初 田・下 江 良 線 に

つ き ま し て は 、県 道 の 道 路 網 再 編 に 合 わ せ 、市 道 と し て

認 定 し た い の で 、道 路 法 第 ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 議 会

の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 議 案 第 6 2号  字 の 区 域 の 変 更 に つ い て で ご ざ い

ま す が 、旧 芦 刈 庁 舎 の 解 体 に 伴 い 、字 が 異 な っ て い る 庁

舎 跡 地 周 辺 に つ い て 、今 後 一 体 的 な 環 境 整 備 を 進 め る た

め に 、合 筆 登 記 の 必 要 が あ り 、字 の 区 域 を 変 更 し た い の

で 、 地 方 自 治 法 第 2 6 0条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決

を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 議 案 第 6 3号  財 産 の 取 得 に つ い て で ご ざ い ま す

が 、内 容 は 、小 城 市 ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ 什 器 等 備 品

一 式 で ご ざ い ま す 。  

 購 入 の 方 法 は 、 指 名 競 争 に よ る 入 札 で 、 購 入 価 格 は

4 , 0 8 2万 4 , 0 0 0円 、購 入 の 相 手 方 は 、テ ラ ダ 事 務 器  代 表

者 寺 田
て ら だ

 克
まさる

氏 で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 決 算 関 係 議 案 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

は じ め に 、 議 案 第 6 4 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 一 般 会

計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入 に

つ き ま し て は 、 予 算 現 額 2 2 3 億 2 , 1 6 5 万 4 , 8 5 9 円 に 対

し ま し て 、 調 定 額 が 2 0 6 億 5 , 3 7 0 万 6 , 3 7 0 円 、 収 入 済

額 が 2 0 4 億 7 9 6 万 5 , 2 7 2 円 で 、 不 納 欠 損 額 は 1 , 8 0 2 万

5 , 2 3 1 円 、収 入 未 済 額 は ２ 億 2 , 7 7 1 万 5 , 8 6 7 円 と な っ て

お り ま す 。 収 入 未 済 額 と し ま し て は 、 市 税 ２ 億 ３ 万

1 , 5 2 8 円 、分 担 金 及 び 負 担 金 1 , 8 3 7 万 4 , 4 4 8 円 が 主 な も

の で ご ざ い ま す 。な お 、市 税 の 収 入 率 に つ き ま し て は 、

前 年 度 よ り 1 . 9 ポ イ ン ト 改 善 し 、 9 5 . 0％ と な っ て お り

ま す 。  

次 に 、 歳 出 で ご ざ い ま す が 、 予 算 現 額 2 2 3 億 2 , 1 6 5

万 4 , 8 5 9 円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 2 0 0 億 6 , 2 0 4 万

9 , 3 7 0 円 で 、 予 算 現 額 に 対 す る 執 行 率 は 8 9 . 9％ と な っ

て お り ま す 。  
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以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は ３ 億 4 , 5 9 1 万

5 , 9 0 2 円 と な り ま し た 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 5 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 授 産 場 特 別

会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入

に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 2 , 5 7 1 万 9 , 0 0 0 円 に 対 し ま

し て 、 調 定 額 が 2 , 3 9 6 万 6 , 0 1 6 円 、 収 入 済 額 も 同 額 と

な っ て お り ま す 。  

次 に 、歳 出 で ご ざ い ま す が 、予 算 現 額 2 , 5 7 1 万 9 , 0 0 0

円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 2 , 2 7 4 万 5 , 4 6 3 円 で 、 予

算 現 額 に 対 す る 執 行 率 は 8 8 . 4％ と な っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、歳 入 歳 出 差 引 額 は 、1 2 2 万 5 5 3 円 で 、

全 額 を 翌 年 度 へ 繰 り 越 す こ と と し て い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 6 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 簡 易 水 道 特

別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳

入 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 7 1 8 万 8 , 0 0 0 円 に 対 し ま

し て 、調 定 額 が 6 5 9 万 3 , 4 6 9 円 、収 入 済 額 が 6 5 8 万 9 , 0 8 5

円 、 収 入 未 済 額 が 4 , 3 8 4 円 と な っ て お り ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 7 1 8 万 8 , 0 0 0 円 に 対

し ま し て 、 支 出 済 額 が 4 8 3 万 9 , 8 1 8 円 と な り ま し た 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 1 7 4 万 9 , 2 6 7 円

と な り 、 全 額 を 翌 年 度 へ 繰 り 越 す こ と と し て い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 7 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別
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会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入

に つ き ま し て は 、予 算 現 額 2 7 億 3 , 2 1 3 万 7, 0 0 0 円 に 対

し ま し て 、調 定 額 が 2 6 億 4 , 5 8 6 万 8 , 3 9 0 円 、収 入 済 額

が 2 6 億 3 , 6 9 7 万 6 , 1 8 3 円 で 、不 納 欠 損 額 は 1 4 4 万 7 , 8 0 0

円 、 収 入 未 済 額 が 7 4 4 万 4 , 4 0 7 円 と な っ て お り ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 2 7 億 3 , 2 1 3 万 7 , 0 0 0

円 に 対 し ま し て 、支 出 済 額 が 2 5 億 5 , 6 7 2 万 8 , 5 8 1 円 と

な り ま し た 。  

以 上 の こ と か ら 、歳 入 歳 出 差 引 額 は 、 8 , 0 2 4 万 7 , 6 0 2

円 と な り ま し た 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 8 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保

険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、予 算 現 額 5 7 億 7 , 2 5 5 万 4 , 0 0 0 円

に 対 し ま し て 、調 定 額 が 5 4 億 5 , 3 2 7 万 5 , 1 9 5 円 、収 入

済 額 が 5 1 億 5 , 4 3 4 万 6 , 9 9 0 円 で 、 不 納 欠 損 額 は 2 , 6 8 4

万 4 , 9 4 9 円 、 収 入 未 済 額 が ２ 億 7 , 2 0 8 万 3 , 2 5 6 円 と な

っ て い ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 5 7 億 7 , 2 5 5 万 4 , 0 0 0

円 に 対 し ま し て 、支 出 済 額 が 5 5 億 9 , 7 4 0 万 1 , 7 7 4 円 と

な り 、 歳 入 歳 出 差 引 不 足 額 ４ 億 4 , 3 0 5 万 4 , 7 8 4 円 を 翌

年 度 繰 上 充 用 金 で 補 填 い た し ま し た の で 、 歳 入 歳 出 差

引 残 額 は ご ざ い ま せ ん 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 9 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者
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医 療 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す

が 、歳 入 に つ き ま し て は 、予 算 現 額 ４ 億 8 , 7 0 2 万 3 , 0 0 0

円 に 対 し ま し て 、 調 定 額 が ４ 億 8 , 8 9 7 万 8 , 5 6 5 円 、 収

入 済 額 が ４ 億 8 , 7 2 5 万 3 , 2 9 8 円 で 、不 納 欠 損 額 は 6 , 1 0 0

円 、 収 入 未 済 額 が 1 7 1 万 9 , 1 6 7 円 と な っ て い ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 ４ 億 8 , 7 0 2 万 3 , 0 0 0

円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が ４ 億 7 , 8 8 7 万 5 , 8 6 4 円 と

な り ま し た 。  

以 上 の こ と か ら 歳 入 歳 出 差 引 額 は 8 3 7 万 7 , 4 3 4 円 と

な り ま し た 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 0 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会

計 利 益 の 処 分 及 び 決 算 の 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、

は じ め に 、平 成 2 6 年 度 の 業 務 量 に つ い て ご 説 明 申 し 上

げ ま す 。  

給 水 戸 数 は 、前 年 度 よ り 7 4 戸 増 の 6 , 7 1 2 戸 、年 間 有

収 水 量 は 1 5 8 万 1 , 3 6 9 立 方 メ ー ト ル で 、 前 年 度 よ り

1 . 1％ の 減 と な っ て お り ま す 。 有 収 率 は 8 6 . 3 4％ で 、 前

年 度 よ り 0 . 1 1 ポ イ ン ト の 増 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

営 業 収 益 は 、２ 億 6 , 2 7 0万 3 , 5 2 5円 で 、前 年 度 よ り 0 . 4％

の 減 、 営 業 費 用 は ２ 億 2 , 8 2 2万 5 , 4 8 7円 で 、 前 年 度 よ り

0 . 6％ の 減 と な り 、 営 業 利 益 は 3 , 4 4 7万 8 , 0 3 8円 と な り ま

し た 。  
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営 業 外 収 益 に つ き ま し て は 、1 , 5 1 6万 5 , 0 6 5円 で 、前 年

度 よ り 5 1 . 6％ の 増 、営 業 外 費 用 は 1 , 6 7 7万 4 , 3 8 4円 で 、前

年 度 よ り 7 . 2％ の 減 と な り ま し た 。  

会 計 制 度 変 更 に 伴 い ま す 特 別 利 益 は 2 , 6 8 6万 3 , 5 0 0円 、

特 別 損 失 は 3 6 1万 4 , 3 8 0円 と な り ま し た 。  

以 上 の こ と か ら 、収 益 合 計 か ら 費 用 合 計 を 差 し 引 い た

当 年 度 の 純 利 益 は 5 , 6 1 1万 7 , 8 3 9円 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、資 本 的 収 入 及 び 支 出 で は 、資 本 的 収 入 の 総 額 は

２ 億 6 6 0万 2 , 0 4 0円 で 、 資 本 的 支 出 の 総 額 は ２ 億 8 , 2 5 3万

3 , 3 6 2円 と な っ て お り ま す 。  

ま た 、当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 は １ 億 1 , 0 1 1 万 1 , 7 0 7

円 と な り ま す 。  

利 益 の 処 分 と い た し ま し て 、 未 処 分 利 益 剰 余 金 か ら

6 , 6 8 6 万 3 , 5 0 0 円 を 建 設 改 良 積 立 金 に 積 み 立 て 、残 り の

4 , 3 2 4 万 8 , 2 0 7 円 を 繰 越 利 益 剰 余 金 と す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 1 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 は じ め に 、 平 成

2 6 年 度 の 業 務 量 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。 入 院 患

者 延 数 は 2 3 , 0 6 0 人 で 前 年 度 よ り 2 , 6 5 7 人 の 減 と な り 、

１ 日 平 均 患 者 数 6 3 . 1 8 人 、病 床 利 用 率 は 6 3 . 8 2％ と な っ

て お り ま す 。外 来 患 者 は 、4 9 , 0 2 8 人 で 前 年 度 よ り 4 , 1 2 2

人 の 増 と な り 、１ 日 平 均 患 者 数 1 9 6 . 1 1 人 、 6 . 5 6％ の 増

と な り ま し た 。  
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次 に 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て ご 説 明 い た し ま

す 。  

医 業 収 益 に つ き ま し て は ､ 1 0 億 9 , 1 9 2 万 7, 2 3 3 円 で 前

年 度 よ り 1 . 1 6％ の 減 、医 業 費 用 に つ き ま し て は 、 1 2 億

9 7 5 万 5 0 4 円 で 前 年 度 よ り 1 . 3 3％ の 増 と な り 、 医 業 損

失 は 1 億 1 , 7 8 2 万 3 , 2 7 1 円 と な り ま し た 。  

次 に 、 医 業 外 収 益 に つ き ま し て は ､１ 億 1 , 6 5 1 万

2 , 6 7 7 円 で 前 年 度 よ り 4 0 . 5 0％ の 増 、医 業 外 費 用 に つ き

ま し て は 、2 , 8 9 2 万 4 , 0 9 0 円 で 前 年 度 よ り 2 2 . 5 2％ の 増

で 、 医 業 外 利 益 は 8 , 7 5 8 万 8 , 5 8 7 円 と な り ま し た 。  

2 6 年 度 は 、会 計 制 度 の 変 更 に よ り 特 別 損 失 ３ 億 6 , 3 1 4

万 2 , 1 5 1 円 を 計 上 す る 必 要 が あ っ た た め 、 総 収 益 か ら

総 費 用 を 差 し 引 い た 純 損 失 が ３ 億 9 , 3 3 7 万 6 , 8 3 5 円 と

な っ て お り ま す 。  

次 に 資 本 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

資 本 的 収 入 の 合 計 は 2 , 0 3 2 万 3 , 0 0 0 円 で 前 年 度 よ り

1 4 . 7 6％ の 増 、資 本 的 支 出 の 合 計 は 2 , 9 9 8 万 8 , 3 6 9 円 で

前 年 度 よ り 1 . 1％ の 減 と な っ て お り ま す 。  

 

以 上 、平 成 2 6 年 度 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決

算 認 定 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 2 3 3 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、ま た 、平 成 2 6 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計 及

び 小 城 市 病 院 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ き ま し て は 、 地 方

公 営 企 業 法 第 3 0 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 、監 査 委 員 の 意
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見 を 付 し て 、 議 会 の 認 定 を お 願 い し 、 併 せ て 、 平 成 2 6

年 度 決 算 に 係 る 実 質 赤 字 比 率 、 連 結 実 質 赤 字 比 率 、 実

質 公 債 費 比 率 、 将 来 負 担 比 率 及 び 資 金 不 足 比 率 に つ き

ま し て 、 議 会 に 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、補 正 予 算 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。 

 

ま ず 、 議 案 第 7 2 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に そ れ ぞ れ

２ 億 5 , 5 0 2 万 3 , 0 0 0 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 2 0 7 億 7 , 5 4 8 万 9 , 0 0 0 円 と す る も の で ご ざ い

ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、 ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ

整 備 事 業 の 年 割 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 補 正 は 、 道 路 新 設 改 良 事 業 、 社 会 資

本 整 備 総 合 交 付 金 事 業 、 桜 岡 小 学 校 プ ー ル 改 築 事 業 及

び 臨 時 財 政 対 策 債 の 借 入 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

な お 、 人 事 異 動 等 に 伴 う 職 員 等 の 人 件 費 に つ い て は

今 回 の 補 正 に お い て 計 上 し て お り ま す 。  

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

ま ず 、 第 ２ 款  総 務 費 で は 、 市 民 団 体 な ど が 地 域 の

活 性 化 を 図 る「 地 方 創 生 チ ャ レ ン ジ 交 付 金 事 業 補 助 金 」

の ほ か 、 小 城 市 を 応 援 す る 市 外 在 住 の 皆 様 か ら ふ る さ
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と 納 税（ 寄 附 金 ）を 推 進 す る「 ふ る さ と 納 税 推 進 事 業 」

な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、「 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 へ の 基

準 外 繰 出 金 」 を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で は 、 繁 殖 農 家 の 経 営 規 模 の

拡 大 を 促 進 し 、 佐 賀 牛 の ブ ラ ン ド 力 の 向 上 を 図 る 「 さ

が 肥 育 素 牛 ・ 自 給 飼 料 生 産 拡 大 施 設 等 整 備 事 業 」 な ど

を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、 市 道 を 改 良 す る 「 道 路 新 設 改

良 事 業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 1 0 款  教 育 費 で は 、老 朽 化 し た 桜 岡 小 学 校 の プ ー

ル の 改 築 を 行 う た め の 「 桜 岡 小 学 校 プ ー ル 改 築 事 業 」

の ほ か 、「 I C T を 活 用 し た 教 育 推 進 自 治 体 応 援 事 業 」 な

ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 1 2 款  公 債 費 で は 、 平 成 2 6 年 度 の 市 債 借 入 が 確

定 し た こ と に 伴 い 、 地 方 債 償 還 金 の 元 金 及 び 利 子 を 計

上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 こ れ ら の 事 務 事 業 に 伴 う 国 ・ 県

支 出 金 、 寄 附 金 、 諸 収 入 、 市 債 の ほ か 、 地 方 交 付 税 や

繰 越 金 、 財 源 調 整 と し て 基 金 繰 入 金 を 計 上 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 3 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 授 産 場 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総
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額 2 , 5 6 6 万 8 , 0 0 0 円 に 変 更 は な く 、 前 年 度 決 算 に 伴 う

繰 越 額 が 確 定 い た し ま し た の で 、 一 般 会 計 繰 入 金 と 繰

越 金 の 組 み 替 え を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 4 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 簡 易 水 道 特

別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 の

総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ６ 万 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予

算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 8 3 1 万 5 , 0 0 0 円 と す る も

の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 は 、 前 年 度 決 算 に 伴 い 繰 越 金 が 確 定 い た

し ま し た こ と に よ り 、 歳 入 で は 一 般 会 計 繰 入 金 の 減 額

及 び 繰 越 金 の 追 加 を 行 い 、 歳 出 で は 予 備 費 の 追 加 を 行

う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 5 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 9 3 7 万 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算

の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 9 億 4 , 2 9 0 万 円 と す る も の

で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  地 方 債 補 正 は 、 公 共 下 水 道 事 業 の 借 入 限 度

額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 国 庫 補 助 金 内 示 額 の 増 に 伴 う 追

加 で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 6 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保
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険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予

算 か ら そ れ ぞ れ 5 7 万 7 , 0 0 0 円 を 減 額 し 、予 算 総 額 を 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ 6 4 億 3 0 5 万 3 , 0 0 0 円 と す る も の で ご ざ

い ま す 。  

補 正 の 内 容 は 、歳 入 で は 、平 成 2 6 年 度 決 算 の た め の

繰 上 充 用 金 が 確 定 し た こ と に よ り 、 赤 字 補 填 の た め の

一 般 会 計 か ら の 繰 入 金 １ 億 9 , 9 5 8 万 1 , 0 0 0 円 を 計 上 す

る ほ か 、 国 庫 支 出 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 歳 出 で は 、 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 の 額 の 決 定 及

び 繰 上 充 用 金 が 確 定 し た こ と に よ り 所 要 の 補 正 額 を 計

上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 7 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者

医 療 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出

予 算 に そ れ ぞ れ 7 2 3 万 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を 歳 入 歳

出 そ れ ぞ れ ４ 億 9 , 4 0 3 万 8 , 0 0 0 円 と す る も の で ご ざ い

ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、歳 入 で は 平 成 2 6 年 度 の 繰 越 金 が

確 定 し ま し た の で 補 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、歳 出 で は 、平 成 2 7 年 ４ 月 と ５ 月 に 納 付 さ れ た

2 6 年 度 分 の 後 期 高 齢 者 医 療 の 保 険 料 を 広 域 連 合 に 納 付

す る た め の 補 正 で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 8 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 収 益 的 支 出 の 水 道 事 業 費 の
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営 業 費 用 を 7 7 万 4 , 0 0 0 円 減 額 し 、予 備 費 を 7 7 万 4 , 0 0 0

円 追 加 す る も の で 、 既 定 の 予 算 総 額 に 変 更 は あ り ま せ

ん 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 人 事 異 動 等 に 伴 う 職 員 の 人 件 費

の 減 額 等 で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 9 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 収 益 的 支 出 の 既 定 予 算 か ら

1 , 5 0 6 万 7 , 0 0 0 円 を 減 額 し 、 収 益 的 支 出 を 1 3 億 3 , 0 0 6

万 7 , 0 0 0 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 は 、 人 事 異 動 等 に 伴 う 人 件 費 の 減 額 で ご

ざ い ま す 。  

 

議 案 第 8 0号  平 成 2 7年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第

３ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に そ れ ぞ れ 1 4 0万 円 を 追

加 し 、 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 0 7億 7 , 6 8 8万

9 , 0 0 0円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

歳 出 、 第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 に つ き ま し て 、 佐 賀 県

産 木 材 の 利 用 拡 大 を 図 る た め 、 牛 津 町 勝 コ ミ ュ ニ テ ィ

セ ン タ ー 建 設 に お い て 、 佐 賀 県 産 木 材 の 使 用 に 対 す る

補 助 金 「 ふ る さ と 木 材 利 用 拡 大 推 進 事 業 」 を 計 上 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、平 成 2 7 年 度 補 正 予 算 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ
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ま し た 。  

 

次 に 、 諮 問 第 ３ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ

い て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 森 永
も り な が

 
つ

和 子
わ こ

氏

が 平 成 2 7 年 1 2 月 3 1 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の

で 、 再 度 推 薦 す る た め 、 人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項

の 規 定 に よ り 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、報 告 第 ６ 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 一 般 会

計 継 続 費 精 算 報 告 書 で ご ざ い ま す が 、 観 光 施 設 整 備 事

業 及 び 芦 刈 小 学 校 改 築 事 業 を 平 成 2 4 年 度 か ら 平 成 2 6

年 度 ま で の ３ 箇 年 の 継 続 事 業 で 実 施 し て お り ま す 。  

こ れ ら の 事 業 が 平 成 2 6 年 度 に 完 了 い た し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 5 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 継 続

費 の 精 算 報 告 を す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、報 告 第 ７ 号  平 成 2 6 年 度 小 城 市 下 水 道

特 別 会 計 継 続 費 精 算 報 告 書 で ご ざ い ま す が 、 特 定 環 境

保 全 公 共 下 水 道 事 業 三 日 月 浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 を 平

成 2 5 年 度 か ら 平 成 2 6 年 度 ま で の ２ 箇 年 の 継 続 事 業 で

実 施 し て お り ま す 。  

こ れ ら の 事 業 が 平 成 2 6 年 度 に 完 了 い た し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 5 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 継 続

費 の 精 算 報 告 を す る も の で ご ざ い ま す 。  
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以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を ご 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 ご

審 議 の 上 、 ご 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま し て 、 提 案 理 由 の 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


